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そ
し
て
、
弘
仁
十
年
、
葵
祭
は
中ち

ゅ
う
し祀
に
准
じ
る
勅
祭
と
な
り
ま

す
（『
類
聚
国
史
』
巻
五
）。
大た

い

祀し

は
天
皇
即
位
の
時
の
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭え

の

み
で
す
か
ら
、
中
祀
と
は
実
質
的
に
平
時
最
高
格
の
国
家
祭
祀
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先
述
の
『
内
裏
儀
式
』
で
は
勅
使
の
件

は
登
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弘
仁
十
二
年
の
『
内
裏
式
』
で
は

登
場
し
ま
す
の
で
、
勅
使
派
遣
も
こ
の
中
祀
昇
格
を
契
機
と
し
た

の
で
し
ょ
う
。
現
在
、
葵
祭
は
、
石
清
水
祭
、
春
日
祭
と
並
ん
で

三
勅
祭
と
言
わ
れ
、
平
安
時
代
の
古
式
を
今
日
に
伝
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
葵
祭
の
行

列
で
は
、
つ
い
華
や
か
な
斎
王
代
に
目
が
奪
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

よ
り
重
要
な
の
は
こ
の
勅
使
の
行
列
な
の
で
す
。
賀
茂
斎
院
が
絶

え
て
も
、
葵
祭
自
体
が
滅
び
な
か
っ
た
の
は
こ
れ
に
よ
り
ま
す
。

　

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）、
堀
河
天
皇
が
、
宮
中
武
徳
殿
で
旧
暦

五
月
五
日
の
節
句
に
行
わ
れ
て
い
た
競
馬
の
儀
を
、
上
賀
茂
神
社

に
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
名
高
い
賀か

も
く
ら
べ
う
ま

茂
競
馬
の

始
ま
り
で
、
現
在
で
も
上
賀
茂
神
社
で
新
暦
五
月
五
日
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
は
、
葵
祭
の
後
に
行
わ
れ
た
節
句
の
別
儀
で
す
が
、

時
期
も
近
い
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
一
体
の
見
所
と
し
て
親
し
ま

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
前
後
関
係
が
逆
転
し
て
葵
祭
の
前
儀
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
平
安
京
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
葵
祭

で
す
が
、
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
年
）
以
降
の
朝
廷
及
び
室
町
幕

府
の
衰
微
や
戦
国
時
代
に
か
け
て
賀
茂
社
の
荘
園
が
有
名
無
実
化

し
た
こ
と
も
あ
り
、
祭
儀
の
経
費
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。文
亀
二
年（
一
五
〇
二
）以
降
、約
二
百
年
近
く
勅
使
の
行
列（
路

頭
の
儀
）
は
中
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
り
、
賀
茂
社
だ
け
で

神
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
世
、
徳
川
幕
府
の
も
と
で
世
相
が
安
定
す
る
と
、
賀
茂
社

も
早
々
に
社
殿
が
復
興
さ
れ
ま
す
。
賀
茂
社
は
、
寛
永
五
年

（
一
六
二
八
）
に
造
替
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
建
物
を
今
日
に

伝
え
て
お
り
、
上
賀
茂
神
社
で
は
四
十
一
棟
が
、
下
鴨
神
社
で
は

五
十
三
棟
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
の
み
は
、

平
安
時
代
中
期
以
来
、
原
則
二
十
一
年
毎
に
式
年
遷
宮
を
行
う
こ
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の
一い

ち
の
み
や宮
と
し
て
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
賀
茂
祭
は
、
賀

茂
氏
の
祭
祀
か
ら
官
祭
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
の
で
す
。
そ
の
意
味

で
、
葵
祭
（
路
頭
の
儀
）
の
前
日
（
中な

か

申さ
る

の
日
）
に
行
わ
れ
て
い

た
賀か

も
の
こ
く
さ
い

茂
国
祭
は
葵
祭
の
一
世
代
前
の
姿
を
と
ど
め
た
も
の
と
言
え

ま
す
。

　

平
城
京
か
ら
長
岡
京
を
経
て
平
安
京
へ
と
、
奈
良
か
ら
京
都
に

都
が
遷
る
と
、
賀
茂
社
は
王
城
鎮
護
の
神
と
し
て
朝
廷
か
ら
篤
く

尊
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
同
元
年
（
八
〇
六
）、
賀
茂
祭
が
始
ま
っ
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
（『
一
代
要
記
』・『
皇
年
代
略
記
』）、
こ
れ
を
勅
祭
の
開
始

と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
後
述
す
る
よ
う
に
賀
茂
祭
は
弘
仁
十
年

（
八
一
九
）
に
中
祀
へ
と
昇
格
さ
れ
ま
す
が
、
弘
仁
九
年
以
前
に
原

形
が
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る『
内だ

い

裏り

儀
式
』に「
賀
茂
祭
日
警
固
式
」

が
登
場
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
官
祭
と
な
っ
て
い
た
の
は

事
実
の
よ
う
で
す
。

　

翌
大
同
二
年
五
月
に
は
、
賀
茂
両
社
の
主
祭
神
で
あ
る
賀
茂
御

祖
神
・
賀
茂
別
雷
神
に
正
一
位
の
神
位
を
朝
廷
か
ら
授
与
さ
れ（『
日

本
紀
略
』）、
賀
茂
社
の
格
式
は
こ
こ
に
定
ま
り
ま
す
。

　

弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）、
嵯
峨
天
皇
は
、
薬く

す
こ子

の
変
の
際
に
賀
茂

神
に
戦
勝
祈
願
し
た
返
礼
と
し
て
皇
女
・
有
智
子
内
親
王
を
賀
茂

社
奉
祀
の
た
め
斎
院
に
任
じ
た
と
さ
れ
ま
す
が（『
本
朝
月
令
』・『
一

代
要
記
』）、
実
際
に
斎さ

い

院い
ん

司し

と
い
う
役
所
が
設
置
さ
れ
る
の
は
弘

仁
九
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
他
）。
以
降
、

皇
女
・
王
女
が
歴
代
の
斎
王
と
な
り
、
賀
茂
斎
院
は
伊
勢
斎さ

い

宮ぐ
う

と

並
ぶ
に
至
り
ま
し
た
。

　

賀
茂
斎
院
は
、
そ
の
後
、
朝
廷
の
衰
微
に
よ
っ
て
承
久
の
乱

（
一
二
二
一
年
）
を
契
機
に
断
絶
し
ま
す
が
、
現
在
、
葵
祭
で
は
、

毎
年
、
未
婚
の
女
性
を
斎
王
代
に
選
抜
し
て
、
か
つ
て
の
斎
王
に

代
わ
っ
て
神
事
を
掌

つ
か
さ
ど

ら
せ
て
お
り
、
十じ

ゅ
う
に
ひ
と
え

二
単
に
身
を
包
ん
だ
華

や
か
な
姿
で
話
題
を
集
め
て
い
ま
す
。
賀
茂
斎
院
は
、地
名
を
と
っ

て
紫
野
斎
院
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
現
在
の
上
京
区
上
御
霊
前

通
大
宮
西
入
近
辺
に
置
か
れ
（
櫟い

ち
い
だ
に
な
な
の

谷
七
野
神
社
内
に
賀
茂
斎
院
跡

石
碑
）、
斎
王
は
こ
こ
で
清
浄
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
神
事
に
従

事
し
た
の
で
す
。

展
示
作
品
一
覧

年
中
行
事
絵
巻
模
本
（
葵
祭
）
三
巻
の
う
ち

車
争
図
屏
風
　
右
隻
　
六
曲
一
双
の
う
ち
一
隻
　
京
都
・
仁
和
寺

重
要
文
化
財
　
源
氏
物
語
　
葵
帖
　
土
佐
光
吉
筆
　
四
帖
の
う
ち
一
帖
　
京
都
国
立
博
物
館

祇
園
祭
礼
・
賀
茂
競
馬
図
屏
風
　
左
隻
　
六
曲
一
双
の
う
ち
一
隻

賀
茂
競
馬
文
様
小
袖
　
一
領
　
京
都
国
立
博
物
館

吉
野
蒔
絵
三
組
盤
　
一
式
　
京
都
国
立
博
物
館

徒
然
草
　
中
冊
　
三
冊
の
う
ち

能
面
（
泥
眼
）　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
楽
資
料
の
う
ち
　
一
面
　
文
化
庁

能
面
（
般
若
）　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
楽
資
料
の
う
ち
　
一
面
　
文
化
庁

光
悦
謡
本
　
葵
上
　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
楽
資
料
の
う
ち
　
百
冊
の
う
ち
二
冊
　
文
化
庁

関
連
土
曜
講
座
◆「
葵
祭
の
美
術
」

日　

時
：
５
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
時
か
ら
３
時

講　

師
：
大
原
嘉
豊
（
京
都
国
立
博
物
館 

主
任
研
究
員
）

会　

場
：
平
成
知
新
館
講
堂
（
地
下
１
階
）

定　

員
：
二
〇
〇
名　
　

聴
講
料
：
無
料

　
　
　
　
（
た
だ
し
、
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

※
当
日
12
時
よ
り
平
成
知
新
館
１
階
グ
ラ
ン
ド
ロ
ビ
ー
に
て
整
理
券
を

　

配
布
し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
整
理
券
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

本展企画および本解説は、京都国立博物館・大原嘉豊が担当した。
葵祭（2014 年）の写真は、京都新聞社から提供を受けた。記してご
協力に感謝申し上げます。また媒体の性質上、参考文献はあげない。

 

賀
茂
社
と

葵

　

二ふ
た
ば
あ
お
い

葉
葵
（
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
の
多
年
草
）
は
、
上
賀
茂
神
社
の
祭
神
・
賀か

も
わ
け
い
か
づ
ち
の
み
こ
と

茂
別
雷
命
が
降
臨
さ
れ

た
神こ

う

山や
ま

一
帯
に
自
生
し
て
い
た
も
の
で
、
神か

み

草く
さ

と
し
て
賀
茂
社
の
神
紋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
葵
は
、
古

語
で
は
「
あ
ふ
ひ
」
と
訓
じ
、
そ
の
語
源
は
、
草
が
日
光
を
仰
ぐ
よ
う
に
な
び
く
こ
と
か
ら
「
向あ

ふ
日
」

が
転
じ
た
と
す
る
説
、
神
を
饗
応
す
る
日
を
意
味
す
る
「
饗あ

ふ
日
」
が
転
じ
た
説
、「
逢
ふ
日
」
に
由

来
す
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

伝
説
で
は
、
天あ

ま
つ
か
み神

で
あ
る
賀
茂
別
雷
命
が
、
昇
天
し
た
後
、
そ
れ
を
慕
う
母
・
玉た

ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

依
媛
命
の
夢
に

お
い
て
「
お
の
お
の
ま
さ
に
吾
に
逢
は
む
と
せ
ば
、
天
羽
衣
・
天
羽
裳
を
造
り
、
火
を
炬た

き
、
鉾ほ

こ

を
祭

り
待
て
。
ま
た
、
走そ

う
め馬

を
飾
り
、
奥
山
の
賢さ

か
き木

を
取
り
、
阿あ

礼れ

を
立
て
、
種
々
の
綵
色
を
悉つ

く

せ
、
又
、

葵あ
お
い
か
つ
ら楓

の
蘰か

ず
ら

を
造
り
、
厳い

か

し
く
飾
り
て
待
て
。
吾
、
ま
さ
に
来
た
ら
む
と
す
な
り
」
と
告
げ
た
と
い
い

ま
す
（『
年
中
行
事
秘
抄
』
四
月
中
酉
日
賀
茂
祭
事
・
賀
茂
大
神
条
所
引
『
賀
茂
旧
記
』、原
漢
文
）。「
葵

楓
」
と
は
、
葵

あ
お
い
か
つ
ら（
き
っ
け
い
）

桂
の
こ
と
で
、
葵
を
桂
の
小
枝
に
絡
ま
せ
て
飾
り
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
夢む

ご
う告

に
従
っ
て
、
賀
茂
祭
で
は
神
招
き
の
た
め
冠
の
挿か

ざ
し頭

か
ら
は
じ
め
て
到
る
所
の
装
飾
に
葵

桂
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、「
葵
祭
」
の
呼
称
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。『
枕
草
子
』

で
も
「
草
は
、
菖し

ょ
う
ぶ蒲

、
菰こ

も

、
葵
い
と
を
か
し
。
祭
の
を
り
、
神
代
よ
り
し
て
さ
る
か
ざ
し
と
な
り
け
ん
、

い
み
じ
う
め
で
た
し
。
物
の
さ
ま
も
い
と
を
か
し
」
と
あ
り
、
清
少
納
言
は
そ
の
神
さ
び
た
風ふ

情ぜ
い

を
激

賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
川
将
軍
家
は
、
三
葉
葵
を
家
紋
と
し
、
そ
の
所
縁
で
賀
茂
社
に
庇
護
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、

祭
に
先
立
つ
旧
暦
四
月
一
日
に
上
賀
茂
神
社
か
ら
将
軍
家
に
葵
を
献
上
す
る
葵

あ
お
い
の
つ
か
い

使
も
江
戸
時
代
で
は

恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
葉
葵
は
、
か
つ
て
は
上
賀
茂
神
社
境
内
周
辺
に
自
生
、
も
し
く
は
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
神
山
近
辺

に
あ
る
上
賀
茂
葵
之
森
町
・
上
賀
茂
葵あ

お
い
で
ん田

町
な
ど
の
地
名
に
名
残
を
留
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
二

葉
葵
は
、
清
流
の
あ
る
木
陰
を
好
む
こ
と
か
ら
、
一
帯
の
都
市
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
激
減
し
ま
し

た
。
葵
祭
で
は
毎
年
一
万
本
以
上
の
二
葉
葵
が
使
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
調
達
に
は
苦
心
が
あ
り
、

現
在
で
は
貴
船
や
雲
ヶ
畑
と
い
っ
た
鴨
川
の
源
流
域
で
自
生
の
も
の
が
採
取
さ
れ
る
ほ
か
、
関
係
団
体

に
よ
っ
て
栽
培
事
業
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
近
世
で
は
、
賀
茂
社
の
末
社
で
あ
っ
た
静し

ず

原は
ら

神じ
ん

社じ
ゃ

（
京
都
市
左
京
区
静
市
静
原
町
）
の
氏
子
が
、
静
原
沙
汰
人
と
称
さ
れ
、
御
蔭
祭
・
葵
祭
に
奉
仕
し

て
お
り
、周
辺
地
で
自
生
し
て
い
た
葵
の
奉
納
も
そ
の
一
環
で
し
た
（『
雍
州
府
志
』
巻
二
）。
し
か
し
、

こ
の
奥
山
の
一
帯
で
も
葵
が
急
減
し
、
数
十
年
前
に
奉
納
が
中
止
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
葵
祭
の

歴
史

　

葵
祭
は
、
古
く
は
賀
茂
祭
と
言
わ
れ
、
五
月
十
五
日
（
旧
暦
四

月
の
中な

か

酉と
り

の
日
：
十
干
十
二
支
を
用
い
る
日
付
法
で
は
、
十
二
日

毎
に
酉
の
日
が
来
る
た
め
、
月
に
二
～
三
度
酉
の
日
が
あ
り
ま
す
。

中
酉
は
そ
の
中
間
、
二
の
酉
の
年
は
下
の
酉
の
日
に
な
り
ま
す
）

に
行
わ
れ
る
賀か

茂も

御み

祖お
や

神
社
（
下
鴨
神
社
）
と
賀か

も
わ
け
い
か
づ
ち

茂
別
雷
神
社
（
上

賀
茂
神
社
）
の
例
祭
を
指
し
ま
す
。

　

葵
祭
は
、
祇
園
祭
・
時
代
祭
と
並
ん
で
京
都
三
大
祭
と
称
さ
れ

ま
す
が
、京
都
三
大
祭
の
中
で
も
最
も
古
く
、平
安
時
代
で
は
「
祭
」

と
言
え
ば
葵
祭
を
指
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
「
葵
祭
」の
呼
称
は
、賀
茂
社
の
神
紋
と
な
っ
て
い
る
二ふ

た
ば
あ
お
い

葉
葵
を
祭

儀
の
装
飾
に
用
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
が
、
そ
の
呼
称
の
定
着

は
遅
く
、元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）の
再
興
以
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
賀
茂
社
の
由
来
は
古
く
、
下
鴨
神
社
は
そ
の
名
の
通
り
、

上
賀
茂
神
社
の
祭
神
で
あ
る
賀
茂
別
雷
命
の
母
で
あ
る
玉た

ま
よ
り
ひ
め
の

依
媛

命み
こ
と

と
玉
依
媛
命
の
父
・
賀か

茂も

建た
け

角つ
ぬ

身み
の

命み
こ
と

を
祀
り
ま
す
。
賀
茂
建

角
身
命
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
を
助
け
た
と
い
い
、
そ
の
子
孫
が

両
社
の
祭
祀
を
継
承
し
た
賀
茂
氏
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
賀
茂
氏
は
、

両
社
一
帯
の
地
を
勢
力
圏
と
し
た
大
和
朝
廷
に
仕
え
た
豪
族
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
賀
茂
社
の
歴
史
に
相
応
し
く
、
葵
祭
も
悠
久
の
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
六
世
紀
に
鴨
の
神
の
祟
り
で
飢
餓
疫
病
が

蔓
延
し
た
こ
と
を
機
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
走そ

う
め馬
の
神
事
は
草
創
期
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
（『
本

朝
月
令
』
所
引
『
秦
氏
本
系
帳
』
逸
文
）、
そ
れ
が
展
開
す
る
形

で
早
く
か
ら
祭
日
に
は
騎
射
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら

れ
、
現
在
で
も
下
鴨
神
社
の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
神
事
に
そ
の
名
残
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
三
月

二
十
一
日
条
に
「
山
背
国
賀
茂
祭
の
日
、
会
衆
騎
射
を
禁
ず
」
と

あ
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

群
衆
が
集
ま
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
七
世
紀
末
に
は

相
当
の
規
模
に
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
入
る
と
、
山
城
国
司
の
臨
検
下
に
置
か
れ
〔『
続
日

本
紀
』
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
四
月
二
十
日
条
〕、
そ
の
後
、
国
司

の
行
う
国こ

く

祭さ
い

と
な
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
後
に
賀
茂
社
は
山
城
国

The Aoi Festival:
A Thousand-Year Tradition

 

葵
祭
の

牛
車

　

葵
祭
に
は
、
二
両
の
牛
車
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
牛
車
は
京
都

御
所
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
御
所
の
春
秋
の
一
般
公
開
で
も
展
示
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

勅
使
列
の
牛
車
は
、
唐か

ら
び
さ
し庇

網あ
じ
ろ代

杏ぎ
ょ
う
よ
う
し
ゃ

葉
車
と
い
う
も
の
で
す
。
唐
庇
の
車
を

唐か
ら
ぐ
る
ま車

と
言
い
、
最
も
格
式
の
高
い
形
式
で
し
た
。
上
皇
・
摂
関
・
勅
使
の
料

で
、
こ
れ
は
霊
元
上
皇
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
勅
使
は
騎
馬

で
、
元
禄
の
葵
祭
再
興
当
初
は
関
白
近こ

の
え
も
と
ひ
ろ

衞
基
熙
の
指
示
で
板
輿
を
用
い
ま
し

た
が
（『
野
宮
定
基
日
記
』
元
禄
七
年
四
月
十
八
日
条
等
）、
そ
の
後
、
現
在

の
よ
う
に
唐
車
が
騎
馬
の
勅
使
と
は
別
に
行ぎ

ょ
う
そ
う粧

と
し
て
形
式
的
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
人
列
の
牛
車
は
、
唐
庇
八
葉
車
で
す
。
八
葉
車
は
広
く
使
用
さ
れ
た
形

式
で
す
が
、
こ
こ
で
は
唐
庇
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
車
の
前
の
簾
の

下
を
勅
使
列
と
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
勅
使
列
で
は
前
の
簾
の
下
に
何
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
女
人
列
で
は
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
は
み
出
し
て
垂
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
下し

た
す
だ
れ簾

と
い
い
、
女
性
が
車
に
乗
る
場
合
は
出い

だ
し
ぎ
ぬ衣

と
い
っ
て

こ
れ
を
前
に
垂
ら
し
た
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
斎
王
は
、
路
頭
の
儀
で
は
葱そ

う

華か

輦れ
ん

も
し
く
は
牛
車
に
乗
御
さ

れ
、
牛
車
の
場
合
は
下
鴨
神
社
に
到
着
し
た
後
、
葱
華
輦
に
乗
り
替
え
て
い

ま
し
た(

『
長
秋
記
』
大
治
四
年
四
月
二
十
五
日
条
、『
江
家
次
第
』
等
）。

葱
華
輦
は
屋
根
の
頂
部
に
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
置
い
た
輿こ

し

で
、
天
皇
・
皇
后
等
の
御
料

と
し
て
最
も
格
式
の
高
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て
、
女
使
は
、
屋
形

全
体
を
色
染
め
し
た
糸
で
覆
っ
た
牛
車
（
糸い

と
げ
の
く
る
ま

毛
車
）
に
乗
御
し
て
い
ま
し
た
。

糸
毛
車
は
色
で
身
分
を
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
賀
茂
の
女
使
は
赤
糸
毛
車
を

用
い
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
行
列
を
彩
る
た
く
さ
ん
の
造
花
で
飾
ら
れ
た
傘
を
風ふ

り
ゅ
う
が
さ

流
傘
と

言
い
ま
す
。
祭
の
山だ

し車
の
原
形
と
な
っ
た
も
の
で
、
祇
園
祭
で
も
傘か

さ

鉾ほ
こ

に
そ

の
古
い
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。
風
流
傘
に
は
、
造
花
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て

は
ジ
オ
ラ
マ
の
よ
う
な
飾
り
物
も
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

葵
祭

　

美
術

と
か
ら
両
社
共
に
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
建
物
が
残
さ
れ
て

お
り
、
国
宝
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
現
在
の
式
年
遷
宮
で
は
修
理
と
い
う
形
式
を
取
っ
て

お
り
、
平
成
二
十
七
年
は
第
四
十
二
回
目
の
式
年
遷
宮
に
当
た
り

ま
す
。

　

葵
祭
の
勅
使
行
列
も
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
霊
元
上
皇

や
江
戸
幕
府
の
後
援
で
漸
く
復
興
さ
れ
る
に
至
り
ま
す
。
周
知
の

よ
う
に
、
賀
茂
社
の
神
紋
は
二
葉
葵
、
一
方
、
徳
川
将
軍
家
の
家

紋
は
三
葉
葵
で
、
賀
茂
氏
と
所
縁
が
あ
る
と
も
さ
れ
た
の
で
、
幕

府
の
庇
護
を
被
っ
た
の
で
す
。
葵
祭
と
呼
ば
れ
始
め
た
の
は
、
実

に
こ
れ
以
降
な
の
で
す
。

　

明
治
維
新
、
葵
祭
も
激
動
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
の
東
京
奠て

ん

都と

や
皇
室
祭
祀
の
改
革
に
よ
り
、
明
治
四

年
か
ら
明
治
十
六
年
ま
で
勅
使
行
列
は
中
止
さ
れ
ま
す
。
賀
茂
社

関
係
者
の
尽
力
で
、
明
治
十
六
年
一
月
、
岩い

わ

倉く
ら

具と
も

視み

に
よ
っ
て
賀

茂
祭
旧
儀
再
興
の
建
議
が
な
さ
れ
、
翌
年
に
官
祭
と
し
て
復
興
が

認
め
ら
れ
、
勅
使
行
列
が
復
活
し
ま
す
。
更
に
、
祭
日
も
旧
暦
四

月
の
中
酉
の
日
か
ら
新
暦
の
五
月
十
五
日
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
苛
烈
化
に
伴
い
、
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）、
路
頭
の
儀
は
再
度
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
昭

和
二
十
八
年
に
至
っ
て
葵
祭
行
列
協
賛
会
な
ど
の
努
力
で
漸
く
路

頭
の
儀
は
復
興
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
中
世
に
廃
絶
し
た
斎

王
代
以
下
の
女
人
列
が
復
活
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
明
治
以
降
途

絶
え
て
い
た
下
鴨
神
社
の
流
鏑
馬
神
事
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
式

年
遷
宮
を
記
念
し
て
糺
の
森
流
鏑
馬
神
事
等
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、

復
活
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
今
日
見
る
葵
祭
の
姿
が
漸
く
整
っ
た

の
で
す
。



展
示
作
品
一
覧

年
中
行
事
絵
巻
模
本
　
三
巻
の
う
ち

車
争
図
屏
風
　
右
隻
　
六
曲
一
双
の
う
ち
一
隻
　
京
都
・
仁
和
寺

重
要
文
化
財
　
源
氏
物
語
画
帖
　
葵
帖
　
土
佐
光
吉
筆
　
四
帖
の
う
ち
一
帖
　
京
都
国
立
博
物
館

八
重
葎
蒔
絵
源
氏
箪
笥
　
一
基

祇
園
祭
礼
・
賀
茂
競
馬
図
屏
風
　
左
隻
　
六
曲
一
双
の
う
ち
一
隻

賀
茂
競
馬
文
様
小
袖
　
一
領
　
京
都
国
立
博
物
館

吉
野
蒔
絵
三
組
盤
　
一
式
　
京
都
国
立
博
物
館

徒
然
草
　
中
冊
　
三
冊
の
う
ち

能
面
（
泥
眼
）　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
楽
資
料
の
う
ち
　
一
面
　
文
化
庁

能
面
（
般
若
）　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
楽
資
料
の
う
ち
　
一
面
　
文
化
庁

光
悦
謡
本
　
葵
上
　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
能
楽
資
料
の
う
ち
　
百
冊
の
う
ち
二
冊
　
文
化
庁

関
連
土
曜
講
座
◆「
葵
祭
の
美
術
」

日　

時
：
５
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
時
か
ら
３
時

講　

師
：
大
原
嘉
豊
（
京
都
国
立
博
物
館 

保
存
修
理
指
導
室
長
）

会　

場
：
平
成
知
新
館
講
堂
（
地
下
１
階
）

定　

員
：
二
〇
〇
名　
　

聴
講
料
：
無
料

　
　
　
　
（
た
だ
し
、
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

※
当
日
12
時
よ
り
平
成
知
新
館
１
階
グ
ラ
ン
ド
ロ
ビ
ー
に
て
整
理
券
を

　

配
布
し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
整
理
券
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

 

賀
茂
社
と

葵

　

二ふ
た
ば
あ
お
い

葉
葵
（
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
の
多
年
草
）
は
、
上
賀
茂
神
社
の
祭
神
・
賀か

も
わ
け
い
か
づ
ち
の
み
こ
と

茂
別
雷
命
が
降
臨
さ
れ

た
神こ

う

山や
ま

一
帯
に
自
生
し
て
い
た
も
の
で
、
神か

み

草く
さ

と
し
て
賀
茂
社
の
神
紋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
葵
は
、
古

語
で
は
「
あ
ふ
ひ
」
と
訓
じ
、
そ
の
語
源
は
、
草
が
日
光
を
仰
ぐ
よ
う
に
な
び
く
こ
と
か
ら
「
向あ

ふ
日
」

が
転
じ
た
と
す
る
説
、
神
を
饗
応
す
る
日
を
意
味
す
る
「
饗あ

ふ
日
」
が
転
じ
た
説
、「
逢
ふ
日
」
に
由

来
す
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

伝
説
で
は
、
天あ

ま
つ
か
み神

で
あ
る
賀
茂
別
雷
命
が
、
昇
天
し
た
後
、
そ
れ
を
慕
う
母
・
玉た

ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

依
媛
命
の
夢
に

お
い
て
「
お
の
お
の
ま
さ
に
吾
に
逢
は
む
と
せ
ば
、
天
羽
衣
・
天
羽
裳
を
造
り
、
火
を
炬た

き
、
鉾ほ

こ

を
祭

り
待
て
。
ま
た
、
走そ

う
め馬

を
飾
り
、
奥
山
の
賢さ

か
き木

を
取
り
、
阿あ

礼れ

を
立
て
、
種
々
の
綵い

ろ

色あ
や

を
悉つ

く

せ
、
又
、

葵あ
お
い
か
つ
ら楓

の
蘰か

ず
ら

を
造
り
、
厳い

か

し
く
飾
り
て
待
て
。
吾
、
ま
さ
に
来
た
ら
む
と
す
な
り
」
と
告
げ
た
と
い
い

ま
す
（『
年
中
行
事
秘
抄
』
四
月
中
酉
日
賀
茂
祭
事
・
賀
茂
大
神
条
所
引
『
賀
茂
旧
記
』、原
漢
文
）。「
葵

楓
」
と
は
、
葵

あ
お
い
か
つ
ら（
き
っ
け
い
）

桂
の
こ
と
で
、
葵
を
桂
の
小
枝
に
絡
ま
せ
て
飾
り
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
夢む

ご
う告

に
従
っ
て
、
賀
茂
祭
で
は
神
招
き
の
た
め
冠
の
挿か

ざ
し頭

か
ら
は
じ
め
て
到
る
所
の
装
飾
に
葵

桂
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、「
葵
祭
」
の
呼
称
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。『
枕
草
子
』

で
も
「
草
は
、
菖し

ょ
う
ぶ蒲

、
菰こ

も

、
葵
い
と
を
か
し
。
祭
の
を
り
、
神
代
よ
り
し
て
さ
る
か
ざ
し
と
な
り
け
ん
、

い
み
じ
う
め
で
た
し
。
物
の
さ
ま
も
い
と
を
か
し
」
と
あ
り
、
清
少
納
言
は
そ
の
神
さ
び
た
風ふ

情ぜ
い

を
激

賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
川
将
軍
家
は
、
三
葉
葵
を
家
紋
と
し
、
そ
の
所
縁
で
賀
茂
社
に
庇
護
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、

祭
に
先
立
つ
旧
暦
四
月
一
日
に
上
賀
茂
神
社
か
ら
将
軍
家
に
葵
を
献
上
す
る
葵

あ
お
い
の
つ
か
い

使
も
江
戸
時
代
で
は

恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
葉
葵
は
、
か
つ
て
は
上
賀
茂
神
社
境
内
周
辺
に
自
生
、
も
し
く
は
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
神
山
近
辺

に
あ
る
上
賀
茂
葵
之
森
町
・
上
賀
茂
葵あ

お
い
で
ん田

町
な
ど
の
地
名
に
名
残
を
留
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
二

葉
葵
は
、
清
流
の
あ
る
木
陰
を
好
む
こ
と
か
ら
、
一
帯
の
都
市
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
激
減
し
ま
し

た
。
葵
祭
で
は
毎
年
一
万
本
以
上
の
二
葉
葵
が
使
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
調
達
に
は
苦
心
が
あ
り
、

現
在
で
は
貴
船
や
雲
ヶ
畑
と
い
っ
た
鴨
川
の
源
流
域
で
自
生
の
も
の
が
採
取
さ
れ
る
ほ
か
、
関
係
団
体

に
よ
っ
て
栽
培
事
業
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
近
世
で
は
、
賀
茂
社
の
末
社
で
あ
っ
た
静し

ず

原は
ら

神じ
ん

社じ
ゃ

（
京
都
市
左
京
区
静
市
静
原
町
）
の
氏
子
が
、
静
原
沙
汰
人
と
称
さ
れ
、
御
蔭
祭
・
葵
祭
に
奉
仕
し

て
お
り
、周
辺
地
で
自
生
し
て
い
た
葵
の
奉
納
も
そ
の
一
環
で
し
た
（『
雍
州
府
志
』
巻
二
）。
し
か
し
、

こ
の
奥
山
の
一
帯
で
も
葵
が
急
減
し
、
数
十
年
前
に
奉
納
が
中
止
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
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